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直近実績 2015年（推計値） 直近実績 2015年（推計値）
健康・福祉サービス（注6） 51.8 66.4 496 552
観光・集客サービス 24.5 30.7 475 513
コンテンツ（注3） 13.6 18.7 185 200
育児支援サービス 3.1 3.9 50 54
ビジネス支援サービス 75.0 93.9 630 681


































































































































（注 5）同上  p.307［URL］より。
（注 6） この部分（第Ⅰ章第３節［1］・［2］） は 拙 稿「「New 
economic order in the age of the“post crises”and 
Japanese economy ̶ The emerging market in 
the Asia and Japanese local industries ̶」Niigata 
University of Management『Journal of Niigata 
University of Management』No.16（scheduled）による。 
（注 7）朝日新聞  2009年４月10日参照。
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指　　　標 2005年 2010年 年平均変化率、変化幅 属性
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長江デルタ
西部 東北 中部













































































































































































































































































ているとされる。因みに、   アメリカの場合は、それは
2008年で12％であった（NIFTYニュース［URL］）。
（注 6） 中国においては、輸出増加のうちの凡そ半分が外国企















































































































































3 カンボジア道路改善 カンボジア ADBにより、2002年11月に50百万ドルの融資が承認。2007年3月現在継続中。
4 第2メコン国際橋（第二友好橋）建設 ラオス、タイ 東西回廊を結ぶ物流の要所。日本が円借款を供与。2006年開通。
5 元江ｰ磨黒間高速道路建設 中国 147km。ADBにより、1999年7月に250百万ドルの融資が承認。2003年12月開通。
6 大理ｰ楚雄間高速道路建設 中国 200km。ADBにより、1994年9月に150百万ドルの融資が承認。開通済。

























13 広州南沙港整備 中国 2004年9月、4バース供用開始。第2期工事を開始しており10バースとする計画。2007年9月完成予定。
14 カイメップ/チーバイ国際港開発 ベトナム カイメップ港でコンテナターミナル、チーバイ港で一般貨物ターミナル建設など、日本が円借款供与。2011年完成予定。
15 シアヌークビル港緊急リハビリ事業 カンボジア コンテナ埠頭の延長など。コンテナ埠頭の延長については2007年11月完了予定。日本が円借款供与。
16 パシール・パンジャンコンテナターミナル拡張 シンガポール 新たに15バース増設を計画。
17 広東（湛江港）ｰハイフォン港コンテナ路線 中国、ベトナム 毎週一便が運行。コンテナ船には360個の標準コンテナが積載可能。2007年3月から就航開始。
18 タンジュンプリオク港緊急リハビリ事業 インドネシア 航路、泊地の水底の土砂などの除去など。2011年事業終了予定。日本が円借款供与。
19 チェンナイ港整備 インド 第2コンテナターミナル整備など。
20 ラノン港拡張 タイ 12,000重量トン以上の貨物船にも対応できるよう拡張。
空港
21 北京首都国際空港整備 中国 3,800m×1本を増設。2007年完成予定。
22 上海浦東国際空港整備 中国 3本の滑走路を増設。2007年完成予定。
23 広州白雲空港整備 中国 3,800m×2本、3,600m×1本を増設。2010年完成予定。
24 スワンナフーム国際空港建設 タイ 日本が円借款を供与。2006年9月開港。現状2本の滑走路を、全体計画では4本にする予定。
25 チャンギ空港整備 シンガポール 第3ターミナル建設中。2008年完成予定。これにより旅客取扱能力2,000万人を追加。また、第3滑走路の建設計画あり。
26 中国西部地域の空港建設 中国 2010年までに37新空港の建設に着手する予定。
（資料）各種資料から経済産業省作成。
（出所）経済産業省資料［URL］より。
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（注 1） BIMPとは、広域開発対象４ヶ国（Brunei, Indonesia, 
Malaysia, the Philippines）の頭文字によって呼ばれて
いる開発計画の名称。




















































ては、拙稿「The monetary cooperation among the 
Won, the Yuan and the Yen as a player in the“Global 
Governance”in the ﬁnancial world ― Focusing on a
“balancer”of the“Kite Flying Model”in the Asia- 
Paciﬁc region ―」［Niigata University of Management
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